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トー
支
部
だ
よ
り

「朝陽」≠
`号
もノク年)P

北
海
道
朝
陽
会

日
　
時
　
平
成
八
年
七
月
六
日
（上
）

〈ム
　
場
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
自
■
の
問

出
席
者
（敬
称
略
）

池
主
　
義
治
（中
１２
回
）

遠
藤
　
象
三
（中
２‐
回
）

小
島
　
　
忍
（新
４
回
）

山
田
　
次
良
（新
４
回
）

寺
嶋
　
　
潔
（新
７
回
）

阿
部
　
久
子
（新
Ｈ
回
）

馬
渡
　
俊
輔
（新
１７
回
）

一
口村
　
　
正
（新
１１７
回
）

古
村
　
桃
子
（新
１７
回
）

大
西
　
孝
彦
（新
１８
回
）

山
崎
　
一
彦
（新
１８
回
）

村
田
　
雅
信
（新
２．
回
）

南
　
　
　
聡
（新
２６
回
）

稲
葉
　
千
秋
（新
２７
日
）

演
田
　
英
作
（新
２７
回
）

江
本
　
　
Ｌ
（新
３‐
回
）

楡
　
　
龍
之
（新
４０
回
）

佐
野
　
利
秀
（新
４５
回
）

志
賀
　
葉
月
（新
４６
回
）
　
　
　
　
以
上
十
九
名

恒
例
の
北
海
道
朝
陽
会
も
第
十
三
回
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
は
常
連
の
ご
欠
席
や
ご
病
気
に
よ
る

急
の
欠
席
な
ど
あ
り
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
初
参
加
の
万
も
多
く
、
現
役
の
大
学
生
も
二

名
参
加
し
て
下
さ
っ
て
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
遠
方
か
い
こ
の
会
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
っ
た
方
も
あ
り
、
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

池
上
名
誉
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
の
あ
と
、
遠
藤

会
長
日
ら
の
司
会
で
、
卒
業
年
度
順
の
自
己
紹
介

と
ス
ピ
ー
チ
が
な
ご
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

在
学
時
代
の
学
生
証
や
写
真
な
ど
貴
重
な
思
い
出

の
数
々
を
持
参
し
て
下
さ

っ
た
方
も
あ
り
、
な
つ

か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
Ｎ
さ
ん

は
去
年
の
約
束
を
守

っ
て
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
持

っ

て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
。
会
員
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
じ
て

「襟
裳
岬
」
と

「函
館
の
女
」
を
演
奏
じ

て
下
さ
り
、　
一
同
や
ん
や
の
大
喝
衆
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
最
後
に
、
今
年
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の

伴
奏
で

「
六
中
健
児
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、

記
念
撮
影
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

来
年
も
、
七
月
の
第

一
土
曜
日
の
夜
、
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
な
う
予
定
で
す
。
北
海
道
に

在
住
の
方
、
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
、
ぜ
ひ
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
入
学
さ
れ
た
方
、
大
歓

迎
で
す
。
ま
た
、
何
か
楽
器
を
演
奏
で
き
る
方

は
、
ど
う
か
ご
持
参
下
さ
い
。
北
海
道
朝
陽
会
に

合
奏
団
が
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
事
務
局
　
一Ｔ
〇
六
四
　
札
幌
市
中
央
区
南
十
三
条

西
二
十

一
丁
目
ニ
ー
ニ
ー
三
〇
二

な
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ

一
一
―
五
三
二
―
二
三
五
人

吉
村
　
正

・
桃
子
（新
１７
回
）
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